
広報あんじょう 2012.7.1 俄

の
電
話
番
号（
自
宅
と
携
帯
電
話
）

を
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
企
画
政
策
課（
胃〈
　
〉１
１
１

７６

２
／kikaku@

city.anjo.aich
i.jp

）へ

ひ
と
り
親
家
庭
バ
ス
旅
行

●
と
き
　
８
月
　
日
掌
午
前
８
時

１９

　
分（
集
合
）

１０●
見
学
施
設
　
で
ん
き
の
科
学
館
・

リ
ニ
ア
鉄
道
館（
名
古
屋
市
）

●
対
象
　
市
内
在
住
の
ひ
と
り
親

家
庭
の
子
と
そ
の
親

●
定
員
　
　
人（
先
着
順
）

４０

●
費
用
　
１
人
１
３
０
０
円（
３

歳
以
下
は
無
料
）

●
申
し
込
み
　
７
月
　
日
掌
～
　

１５

２９

日
掌
に
、
フ
ァ
ク
ス
で
母
子
福
祉

会
 成
  島
  清
  美
 さ
ん（
緯
・
胃〈
　
〉

な
り
 し
ま
 き
よ
 
み

９９

６
５
５
４
）へ

※
　
日
午
前
８
時
～
正
午
の
み
電

１５話
受
け
付
け
可
。

親
子
森
林
体
験
バ
ス
ツ
ア
ー

●
と
き
　
８
月
　
日
松
午
前
７
時

１１

　
分
～
午
後
４
時
　
分

３０

３０

●
目
的
地
　
岡
崎
市
 千
  万
  町
 町
地

ぜ
 
ま
ん
 じ
ょ

内（
安
城
市
役
所
西
会
館
集
合
）

●
内
容
　
森
に
つ
い
て
の
学
習
、

の
こ
ぎ
り
で
の
間
伐
体
験
、
本
立

て
づ
く
り
な
ど

●
対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生
と

そ
の
保
護
者

●
定
員
　
　
人（
先
着
順
）

４０

●
持
ち
物
　
昼
食
、
飲
み
物

●
申
し
込
み
　
７
月
５
日
昭
～
　１８

日
昌
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、

全
員
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢

（
学
年
）・
性
別
・
住
所
・
保
護
者

親
子
施
設
め
ぐ
り

　
施
設
見
学
の
ほ
か
、
体
験
も
し

ま
す
。

●
と
き
　
８
月
　
日
昌
午
前
９
時

２２

　
分
～
午
後
３
時
　
分（
予
定
）

２０

４０

●
見
学
コ
ー
ス
　
市
役
所
北
庁
舎

前（
集
合
）獅

市
議
会
議
場獅

環
境

学
習
セ
ン
タ
ー「
エ
コ
き
ち
」獅

デ

ン
パ
ー
ク（
昼
食
）獅

埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー獅
市
役
所
西
駐
車
場

（
解
散
）

●
対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生
と

そ
の
保
護
者

●
定
員
　
　
組（
定
員
を
超
え
た

１０

場
合
は
抽
選
）

●
費
用
　
１
組
　
円（
デ
ン
パ
ー

５００

ク
入
園
料
を
除
く
）

※
デ
ン
パ
ー
ク
入
園
に
は
、
本
紙

３
ペ
ー
ジ
の
市
民
特
別
入
園
券

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他
　
昼
食
は
、
持
参
す
る

か
、
デ
ン
パ
ー
ク
内
飲
食
店
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い

●
申
し
込
み
　
７
月
５
日
昭
～
　２０

日
晶
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
松

掌
抄
を
除
く
）に
、
電
話
で
秘
書

課
広
報
広
聴
係
へ

生
物
多
様
性
親
子
バ
ス
ツ
ア
ー

●
コ
ー
ス
／
と
き
／
場
所
　
下
表

の
と
お
り

●
対
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

●
定
員
　
各
　
組
　
人（
定
員
を

２０

４０

超
え
た
場
合
は
抽
選
し
、
当
選
者

の
み
通
知
）

●
申
し
込
み
　
７
月
２
日
捷
～
　２０

日
晶
に
、
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が

な
）・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・

希
望
コ
ー
ス
・
発
着
駅
を
、
郵
送

か
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
県
西

三
河
県
民
事
務
所
環
境
保
全
課

（
〒
　－

８
５
５
１
岡
崎
市
明
大

４４４
寺
本
町
１－

４
／
胃
０
５
６
４

〈
　
〉２
２
２
８
／nishim

ikaw

２６

a@
pref.aichi.lg

.jp

／
緯
０
５

６
４〈
　
〉２
８
７
５
）へ

２７

※
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名
を

「
環
境
保
全
課
生
物
多
様
性
親

子
バ
ス
ツ
ア
ー
申
込
」と
し
て

く
だ
さ
い
。

■問 
▼
子
育
て
支
援
課

（
緯〈
　
〉２
２
２
９
）

７１
■問 
▼
企
画
政
策
課

（
緯〈
　
〉２
２
０
４
）

７１

場所発着駅（時間）ときコース

東幡豆海岸前島
（西尾市）

名鉄豊田市駅（午前９時
発／午後５時３０分着）

８月２０日捷
なにがいるかな？
干潟探検コース 名鉄新安城駅（午前１０時

発／午後４時３０分着）

豊田市自然観察
の森、キューピ
ー挙母工場（豊
田市）

名鉄西尾駅（午前８時３０
分発／午後４時３０分着）

８月２９日昌
ため池でザリガニ
釣りコース 名鉄東岡崎駅（午前９時

３０分発／午後３時３０分着）

■問 
▼
清
掃
事
業
所

（
緯〈
　
〉３
０
５
３
）

７６

■問 
▼
秘
書
課
広
報
広
聴
係

（
緯〈
　
〉２
２
０
２
）

７１

み
Μ
ͳ
で
ग़
ֻ
͚
Α
う

夏
休
み
の
バ
ス
ツ
ア
ー

間間伐体間伐体験験

土器づくりなども予土器づくりなども予定定
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■
通
知
書
を
送
付

　
各
納
付
方
法
は
、
年
金
額
・
種

類
な
ど
で
異
な
り
ま
す
の
で
、
通

知
書
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
　
７

月
中
旬
に
、
第
１
号
被
保
険
者

（
　
歳
以
上
）の
皆
さ
ん
へ
送
付
し

６５ま
す

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決

定
通
知
書
　
７
月
中
旬
に
被
保
険

者
の
皆
さ
ん
へ
送
付
し
ま
す
。
ま

た
、
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
る
人
は
、

軽
減
額
も
通
知
書
に
記
載
し
て
い

ま
す
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

■
徴
収
方
法

　
特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
が
あ
り

ま
す
。
年
度
途
中
で
対
象
に
な
っ

た
人
や
安
城
市
に
転
入
し
て
き
た

人
は
、
し
ば
ら
く
の
間
、
普
通
徴

収
に
な
り
ま
す
。

●
特
別
徴
収
　
年
金
か
ら
保
険
料

が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。（
老
齢
福
祉

年
金
か
ら
は
天
引
き
さ
れ
ま
せ
ん
）

　
な
お
、
４
・
６
・
８
月
分
は
、

７
月
中
旬
に
１
年
間
分（
４
月
～

来
年
３
月
分
）の
確
定
し
た
保
険

料
と
天
引
き
の
額
を
通
知
し
ま
す
。

　
　
月
か
ら
特
別
徴
収
に
な
る
人

１０
は
、
４
～
９
月
分
の
保
険
料
を
納

付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す

●
普
通
徴
収
　
７
月
中
旬
に
送
付

す
る
今
年
度
分
の
納
付
書
ま
た
は

口
座
振
替
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
納
期
は
７
月
～
来
年
２

月
の
毎
月
で
す

■
納
付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す

　
申
し
込
み
は
、
市
内
金
融
機
関

か
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）、

ま
た
は
、
介
護
保
険
料
止
介
護
保

険
課
、
後
期
高
齢
者
医
療
止
国
保

年
金
課
へ

※
振
替
希
望
口
座
の
通
帳
と
そ
の

届
け
出
印
が
必
要
で
す
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証
を

更
新
　

有
効
期
限
は
７
月
　

日
昇
で
す
。

３１

新
し
い
保
険
証
を
７
月
中
旬
に
簡

易
書
留
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。

　
■問 
▼
介
護
保
険
課

（
緯〈
　
〉２
２
２
６
）

７１

　
　
　
  国
保
年
金
課

（
緯〈
　
〉２
２
３
２
）

７１

　
今
年
４
月
　
日
、
Ｊ
Ｒ
安
城

２８

駅
前
商
店
街
に「
ギ
ャ
ラ
リ
ー

＆
カ
フ
ェ
南
吉
館
」が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
安
城
市
の
中
心

市
街
地
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、

昨
年
８
月
に
設
立
さ
れ
た
ま
ち

づ
く
り
会
社
㈱
安
城
ス
タ
イ
ル

が
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
喫
茶
店
だ
っ
た
店

舗
を
、
新
美
南
吉
が
安
城
で
過

ご
し
た
昭
和
初
期
風
に
改
装
。

南
吉
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
を
掲

げ
た
り
、
南
吉
に
関
す
る
書
籍

や
南
吉
の
童
話
な
ど
を
自
由
に

読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

た
り
と
、
南
吉
の
世
界
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
し
ま

し
た
。

　
店
内
に
は
、
市
民
グ
ル
ー
プ

「
新
美
南
吉
に
親
し
む
会
」の
皆

さ
ん
が
所
有
す
る「
お
ぢ
い
さ

ん
の
ラ
ン
プ
」の
初
版
本
や
、

安
城
高
等
女
学
校
時
代
に
南
吉

本
人
が
添
削
し
た
生
徒
の
作
文

な
ど
、
貴
重
な
資
料
も
展
示
さ

れ
て
い
て
、
南
吉
フ
ァ
ン
は
必

見
で
す
。

　
さ
ら
に
、
毎
週
松
午
後
２
時

か
ら
は
、「
新
美
南
吉
に
親
し
む

会
」な
ど
に
よ
る
南
吉
童
話
の

読
み
聞
か
せ
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
幼
い
子
ど
も
に
も
南
吉

に
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で

き
る
良
い
機
会
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
コ
ー
ヒ
ー
や
軽

食
な
ど
、
通
常
の
喫
茶
店
と
し

て
の
メ
ニ
ュ
ー
も
充
実
し
て
い

ま
す
し
、
店
舗
入
り
口
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
や
多
目
的
ト
イ
レ
の

設
置
な
ど
、
誰
で
も
気
軽
に
利

用
で
き
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
壁
面
に
、
南
吉
童
話
の
壁
画

も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
南
吉
館
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ギ
ャ
ラ
リ
ー
＆
カ
フ
ェ
南
吉

館●
と
こ
ろ
　
御
幸
本
町
　
ー
　

１４

１３

●
営
業
時
間
　
午
前
８
時
～
午

後
６
時

●
定
休
日
　
昇
、
第
２
捷

●
問
い
合
わ
せ
　
緯〈
　
〉５
３

７６

３
３

介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
送
付

昭昭和の雰囲気を再現した店昭和の雰囲気を再現した店内内
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学
生
▼
俳
句
の
部獅

２
句
以
内
、

短
歌
の
部獅

１
首

●
そ
の
他
　
応
募
規
定
に
違
反
し

た
人
は
失
格
無
効
と
し
ま
す

●
申
し
込
み
　
７
月
　
日
捷
ま
で

３０

（
当
日
消
印
有
効
）に
、
は
が
き
に

楷
書
で
、
表
面
に
部
門
・
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・

筆
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・
電
話
番
号
・

■
第
　
回
市
民
文
芸
ま
つ
り

２４

　
俳
句
・
短
歌
と
も
雑
詠
と
し
、

自
作
未
発
表
作
品
を
募
集
。
　
月
１１

　
日
松
に
発
表
大
会
を
し
ま
す
。

１７●
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人
、
安
城
文
化
協
会
会
員

●
募
集
内
容
　

一
般（
高
校
生
を

含
む
）▼
俳
句
の
部獅

３
句
以
内
、

短
歌
の
部獅

２
首
以
内
　

小
・
中

■問 
▼
市
民
会
館

（
緯〈
　
〉１
１
５
１
）

７５

　
  市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
緯〈
　
〉６
８
５
３
）

７７

年
齢
を
縦
書
き
で
記
入
し（
市
外

応
募
資
格
者
は
、
学
校
名
・
勤
務

先
ま
た
は
文
化
協
会
所
属
団
体
名

も
記
入
）、裏
面
は
上
段
に
２
㎝
の

余
白
を
設
け
て
、
作
品
の
み
を
縦

書
き
で
正
確
に
大
き
く
記
入
し
、

市
民
会
館（
〒
　－

０
０
４
１
桜

４４６

町
　－

　
）へ

１８

２８

※
１
部
門
に
つ
き
１
人
１
枚
の
み
。

※
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
専
用

フ
ォ
ー
ム
か
ら
も
申
し
込
み
で

き
ま
す
。

■
第
　
回
市
民
芸
能
ま
つ
り

４５

●
と
き
　
　
月
　
日
掌
・
　
日
掌

１０

２１

２８

●
と
こ
ろ
　
文
化
セ
ン
タ
ー

●
部
門
　
民
謡
・
舞
踊
・
詩
吟
・

箏
曲
・
民
踊
・
バ
レ
エ
な
ど

●
申
し
込
み
　
７
月
　
日
掌
ま
で

１５

（
昇
を
除
く
）に
市
民
会
館
へ

■
文
芸
・
技
芸
・
趣
味
の
集
い

●
と
き
　
　
月
　
日
晶
～
　
日
掌
、

１０

１２

１４

　
月
上
旬

１１●
と
こ
ろ
　
市
民
会
館
・
文
化
セ

ン
タ
ー
ほ
か

●
部
門
　
美
術
・
芸
能
を
除
く
部

門●
申
し
込
み
　
７
月
　
日
掌
ま
で

１５

（
昇
を
除
く
）に
市
民
会
館
へ

■
第
　
回
安
美
展

６９

　
出
品
申
し
込
み
は
　

月
３
日
昌

１０

～
　

日
松
で
す
。
詳
細
は
本
紙
６

１３
月
　

日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１５
●
部
門
・
と
き
　

前
期（
日
本
画
、

書
、
工
芸
・
彫
塑
）獅

　
月
２
日

１１

晶
～
　
日
掌（
５
日
捷
・
６
日
昇

１１

は
休
館
）　
後
期（
洋
画
、
写
真
）

獅

　
月
　
日
晶
～
　
日
掌（
　
日

１１

１６

２５

１９

捷
は
休
館
）

●
と
こ
ろ
　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
「
三
河
万
歳
」
を
後
世
ま

で
引
き
継
ぐ
た
め
、
保
存
会

へ
の
活
動
援
助
・
実
演
披
露

に
よ
る
普
及
・
後
継
者
育
成

な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　
入
会
し
た
人
に
は
、
ハ
ン

ド
タ
オ
ル
を
進
呈
し
ま
す
。

●
年
会
費
　

普
通
会
員
糸
１

０
０
０
円
、
特
別
会
員
糸
３

０
０
０
円
以
上

●
申
し
込
み
　
年
会
費
を
持

っ
て
歴
史
博
物
館（
緯〈
　
〉
７７

６
６
５
５
）へ

݄


晶
Ỗ

݄


掌

⚑⚐

⚑⚒

⚑⚑

⚒５

第
　

回
市
民
芸
術
祭

５３

ああなたの作品もお待ちしていまあなたの作品もお待ちしていますす
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●
と
き
／
場
所
／
内
容
／
講
師
　

下
表
の
と
お
り

●
対
象
　
市
内
在
学
の
小
学
生
と

そ
の
保
護
者

●
定
員
　
　
組
　
人（
定
員
を
超

１５

４０

え
た
場
合
は
抽
選
）

●
費
用
　
小
学
生
１
０
０
０
円
、

保
護
者
２
０
０
０
円

●
申
し
込
み
　
７
月
　
日
晶
ま
で

２０

（
松
掌
抄
を
除
く
）の
午
前
８
時
　３０

分
～
午
後
５
時
　
分
に
、
参
加
者

１５

氏
名
・
学
校
名
・
住
所
・
電
話
番

号
を
、
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
環
境
首
都
推
進
課（
緯〈
　
〉
７１

２
２
０
６
／
胃〈
　
〉１
１
１
２
／

７６

kankyo@
city.anjo.aichi.jp

）

へ

■問 
▼
環
境
首
都
推
進
課

（
緯〈
　
〉２
２
０
６
）

７１

　
安
城
市
で
は
、
市
制
記
念
式

典
を
発
展
祭
と
呼
び
、
本
市
の

発
展
を
多
く
の
皆
さ
ん
と
共
に

お
祝
い
し
、
市
政
に
ご
功
労
い

た
だ
い
た
方
々
を
表
彰
し
て
い

ま
す
。

　
本
年
５
月
５
日
は
、
市
制
　６０

周
年
の
節
目
の
た
め
、
友
好
関

係
　
周
年
と
な
る
デ
ン
マ
ー
ク
・

１５
コ
リ
ン
グ
市
か
ら
、
市
長
を
始

め
と
す
る
５
名
の
市
代
表
の
皆

さ
ん
も
お
招
き
し
、
発
展
祭
を

盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
コ
リ
ン
グ
市
ご
一
行
の
滞
在

中
は
天
気
に
恵
ま
れ
、
デ
ン
パ

ー
ク
に
ご
入
園
い
た
だ
い
た
日

は
、
入
園
者
が
一
万
人
を
超
え

る
ほ
ど
大
盛
況
で
、
遠
路
安
城

市
に
お
い
で
に
な
っ
た
こ
と
を

大
変
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
さ
ら
に
両
市
の
友
好
関
係

が
深
ま
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
発
展
祭
で
は
、
私
の
長
年
の

夢
で
あ
っ
た
、
五
輪
金
メ
ダ
リ

ス
ト
・
谷
本
歩
実
さ
ん
に
よ
る

ご
講
演
が
、
周
年
の
特
別
企
画

と
し
て
実
現
し
ま
し
た
。

　
谷
本
さ
ん
は「
夢
を
持
つ
こ

と
」、「
オ
ー
ラ
を
出
す
」、「
可
能

性
へ
の
挑
戦
」な
ど
の
お
話
を

さ
れ
、
苦
境
の
ど
ん
底
か
ら
気

持
ち
を
立
て
直
し
て
、
世
界
の

頂
点
に
立
つ
ま
で
の
貴
重
な
体

験
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
会
場
で

聞
い
て
い
た
お
そ
ら
く
全
て
の

方
々
が
、
明
日
へ
の
元
気
を
も

ら
え
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

ま
し
た
。

　
谷
本
さ
ん
は
今
後
フ
ラ
ン
ス

に
渡
り
、
柔
道
の
指
導
に
取
り

組
む
と
の
お
話
で
し
た
。
前
向

き
に
自
分
の
道
を
歩
ま
れ
る
彼

女
も
、
大
き
な
人
生
の
節
目
を

迎
え
ら
れ
ま
す
。
ふ
る
さ
と
安

城
よ
り
、
心
か
ら
の
ご
活
躍
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
も
、
各

種
の
周
年
記
念
行
事
が
あ
り
ま

す
。
市
主
催
の
行
事
の
ほ
か
、

今
回
初
の
市
民
公
募
に
よ
る
行

事
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

つ
一
つ
の
記
念
行
事
に
、
主
催

者
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
お
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん

に
本
市
の
還
暦
祝
い
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
大
き
な
市
民
交
流

の
輪
の
中
か
ら
、
新
た
な
時
代

へ
の
活
力
が
生
ま
れ
ま
す
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
温
故
知
新
の
意
義
あ
る
一
年

と
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

講師内容場所とき回

杉山 時  雄 氏（トヨタの森イ
とき お

ンタープリター）
市内公園で、樹木や鳥を
学ぶ

市内

８月１８日松午前９時
３０分～正午１

阿部 夏  丸 氏（矢作川水族館
なつ まる

館長）
市内河川での川遊び、魚
つかみ

９月２日掌午前９時
３０分～正午２

間伐体験、川遊び、星空
体験、そばうちなど長野県根羽村

９月８日松午前８時
３０分～９日掌午後３
時３０分

３

わ
く
わ
く
ネ
イ
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

講講講演演では、谷では、谷本本さんからインタビューを受けましさんからインタビューを受けましたた



●
と
こ
ろ
　
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ

ー●
対
象
　
市
内
在
住
・
在
学
の
小

学
４
年
生
～
高
校
生

●
費
用
　
１
講
座
　
円
３００

●
申
し
込
み
　
７
月
　
日
昇
か
ら

１０

の
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
休
館

日
を
除
く
）に
、
電
話
で
文
化
財

課
へ

■
火
起
こ
し
体
験
と
ド
ン
グ
リ
ク

ッ
キ
ー
づ
く
り

●
と
き
　
７
月
　
日
掌
午
後
１
時

２２

～
３
時

●
定
員
　
　
人（
先
着
順
）

１２

■
古
代
の
組
み
ひ
も
づ
く
り

●
と
き
　
７
月
　
日
松
午
後
１
時

２８

～
３
時

●
内
容
　
正
倉
院
の
宝
物
に
使
わ

れ
た
技
術
で
ミ
サ
ン
ガ
づ
く
り

●
定
員
　
　
人（
先
着
順
）

２０

■
考
古
学
者
体
験

●
と
き
　
８
月
５
日
掌
午
後
１
時

～
３
時
　
分
３０

●
内
容
　
土
器
の
模
造
品
を
発
掘

し
、
破
片
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
り
、

計
測
し
た
り
し
ま
す

●
定
員
　
　
人（
先
着
順
）

１２

■
縄
文
時
代
の
石
器
づ
く
り

●
と
き
　
８
月
７
日
昇
午
後
１
時

～
３
時

●
内
容
　
黒
曜
石
で
ナ
イ
フ
を
作

り
ま
す

●
定
員
　
　
人（
先
着
順
）

２０■問 
▼
文
化
財
課

（
緯〈
　
〉４
４
７
７
）

７７

■
庄
川
水
ま
つ
り
流
木
乗
り
選
手

権
大
会
ｉ
ｎ
安
城
七
夕
ま
つ
り

「
願
い
ご
と
広
場
」出
場
者
大
募
集

●
と
き
　
８
月
５
日
掌
午
後
１
時

　
分
３０●

と
こ
ろ
　
安
城
七
夕
ま
つ
り
会

場
内「
願
い
ご
と
広
場
」

●
対
象
　
　
歳
以
上
の
人
で
編
成

１３

し
た
３
人
１
組

●
定
員
　
　
組（
先
着
順
）

３２

●
費
用
　
１
組
１
５
０
０
円

●
申
し
込
み
　
７
月
５
日
昭
～
　２７

日
晶
に
、
申
込
用
紙
を
フ
ァ
ク
ス

か
Ｅ
メ
ー
ル
で
砺
波
市
観
光
協
会

（
胃
０
７
６
３〈
　
〉７
６
６
９
／i

３３

nfo@
tonam

i-kankou.org

）

へ※
申
込
用
紙
は
、
安
城
市
商
工
課
・

同
市
観
光
協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
配
布
。

■
流
木
乗
り
体
験
＆
公
開
練
習

●
と
き
　
８
月
４
日
松
午
前
　
時
１０

　
分
～
午
後
４
時
、
５
日
掌
午
前

３０　
時
　
分
～
正
午

１０

３０

●
体
験
料
　
　
円
３００

■
交
通
規
制

●
規
制
期
間
　
８
月
３
日
晶
午
前

　
時
～
５
日
掌
午
後
　
時

１０

１０

●
規
制
箇
所
　
左
図
の
と
お
り

■
通
行
許
可
申
請

　
規
制
に
よ
り
生
活
に
支
障
の
あ

る
人
は
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
通
行
許
可
時
間
　
８
月
３
日
晶
・

４
日
松
午
後
　
時
～
翌
日
午
前
９

１０

時
　
分
３０

●
申
し
込
み
　
７
月
　
日
昭
ま
で

１２

に
商
工
課
へ

■問 
▼
商
工
課

（
緯〈
　
〉２
２
３
５
）

７１

N
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安
城
七
夕
ま
つ
り
の
お
知
ら
せ

夏
休
み
子
ど
も
考
古
学
講
座

ドドングリクッキーづくドングリクッキーづくりり

組みひもづく組みひもづくりり

　
認
定
証
を
提
示
す
る
と
、
病
院

窓
口
で
の
医
療
費
支
払
い
が
、
入

院
・
外
来
と
も
に
自
己
負
担
限
度

額
だ
け
に
な
り
ま
す
。
食
事
代
も

減
額
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
認
定
証
／
対
象
／
持
ち
物
　
下

表
の
と
お
り

●
申
し
込
み
　
更
新
は
８
月
　
日
３１

晶
ま
で
に
、
新
規
は
入
院
・
通
院

予
定
月
の
末
日
ま
で
に
、
国
民
健

康
保
険
止
国
保
年
金
課
国
保
係
、

後
期
高
齢
者
医
療
止
同
課
医
療
係
へ

■
入
院
日
数
が
　
日
以
上
の
人
は

９１

　
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
で
、

入
院
日
数
が
申
請
月
を
含
む
過
去

　
カ
月
間
で
　

日
以
上
に
な
る
場

１２

９１

合
は
、
食
事
代
が
減
額
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
８
月
～
今

年
７
月
に
入
院
日
数
が
　

日
以
上

９１

あ
っ
た
人
は
、
７
月
　

日
昇
ま
で

３１

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
持
ち
物
　
印
鑑
、
保
険
証
、
入

院
日
数
の
わ
か
る
書
類（
領
収
書

な
ど
）、標
準
負
担
額
限
度
額
認
定

証（
現
在
持
っ
て
い
る
人
）

■問
▼
国
保
年
金
課

国
保
係（
緯〈
　
〉２
２
３
０
）

７１

医
療
係（
緯〈
　
〉２
２
３
２
）

７１

持ち物対象認定証

印鑑、
保険証
　

安城市国民健康保険に加入する、次の①②いずれかの人
①７０歳未満で国民健康保険税の滞納がない
②７０歳以上で、世帯主および同世帯の国民健康保加入者が市民税非課税

国民健康保険限度額
適用認定証

安城市国民健康保険に加入し、入院中または入院予定で、世帯主および同
じ世帯の国民健康保険加入者が市民税非課税の人

国民健康保険標準負
担額減額認定証

後期高齢者医療に加入し、入院中または入院予定で、市民税非課税世帯
の人。または通院費用の月額が高額になる見込みの人（現在、減額認定証
を持っていて、８月１日昌以降も対象となる人は手続き不要）

後期高齢者医療限度
額適用・標準負担額減
額認定証

　
日
頃
か
ら
練
習
を
重
ね
る

劇
団
の
成
果
を
発
表
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
出
演
団
体
が
協

力
し
て
作
り
上
げ
る
手
作
り

の
演
劇
祭
で
す
。

●
と
き
　
来
年
２
月
３
日
掌

●
と
こ
ろ
　
文
化
セ
ン
タ
ー

●
申
し
込
み
　
７
月
　
日
捷

３０

ま
で
に
、
代
表
者
の
住
所
・

氏
名
・
団
体
名
・
電
話
・
フ

ァ
ク
ス
番
号
を
、
郵
送
か
フ

ァ
ク
ス
で
市
民
会
館（
〒
　４４６

－

０
０
４
１
桜
町
　－

　
／

１８

２８

胃〈
　
〉１
１
５
２
／
緯〈
　
〉

７５

７５

１
１
５
１
）へ

●
と
こ
ろ
　
環
境
学
習
セ
ン
タ
ー

「
エ
コ
き
ち
」

●
申
し
込
み
　
各
申
し
込
み
期
限

ま
で
の
午
前
９
時
～
午
後
９
時

（
休
館
日
を
除
く
）に
、
氏
名
・
住

所
・
電
話
番
号
・
参
加
人
数
を
電

話
で
環
境
学
習
セ
ン
タ
ー「
エ
コ

き
ち
」（
緯〈
　
〉７
１
４
８
）へ

７６

※
い
ず
れ
も
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
。

■
雨
の
日
が
楽
し
く
な
る
♪
て
る

て
る
坊
主
を
つ
く
ろ
う
！

●
と
き
　
７
月

　
日
松
午
前
　

１４

１０

時
～
　
時
　
分

１１

３０

●
講
師
　
 万
  友
 

ま
 
ゆ

 美
 氏（
て
る
て

みる
坊
主
作
家
）

●
対
象
　
４
歳
以
上（
未
就
学
児

は
保
護
者
同
伴
）

●
定
員
　
　
人
１６

●
持
ち
物
　
布

●
申
し
込
み
期
限
　
７
月
　
日
昭

１２

■
竹
水
鉄
砲
で
す
ず
し
く
遊
ぼ
う

●
と
き
　
７
月
　
日
松
午
前
９
時

２１

　
分
～
正
午

３０●
対
象
　
４
歳
以
上（
未
就
学
児

は
保
護
者
同
伴
）

●
定
員
　
　
人
１５

●
費
用
　
　
円
３００

●
持
ち
物
　
水
筒
・
動
き
や
す
く

汚
れ
て
も
い
い
服
装
・
靴
・
帽
子

●
申
し
込
み
期
限
　
７
月
　
日
晶

１３

■
オ
リ
ジ
ナ
ル
ウ
ッ
ド
ス
タ
ン
プ

づ
く
り

●
と
き
　
７
月
　
日
掌
午
前
　
時

２９

１０

～
　
時
　
分

１１

３０

●
対
象
　
小
学
１
～
３
年
生
と
そ

の
保
護
者

●
定
員
　
　
組
１０

●
申
し
込
み
期
限
　
７
月
　
日
松

２１

■
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
ひ
の
き
せ
っ
け

ん
づ
く
り

●
と
き
　
８
月
３
日
晶
午
前
　
時
１０

～
　
時
　
分

１１

３０

●
対
象
　
小

学
１
～
３
年

生
と
そ
の
保

護
者

●
定
員
　
　１０

組●
申
し
込
み

期
限
　
７
月
　
日
昭

２６

■問 
▼
環
境
首
都
推
進
課

（
緯〈
　
〉２
２
０
６
）

７１
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「
エ
コ
き
ち
」で
作
っ
て
遊
ぼ
う

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
の
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
申
請


